



































































































































































































































































































































み の 大切だと思います (No.3)
杏 .構想 .設計の要素を分類し 各生徒が どの要素を重要とと







共 -生徒たちは 資料の記述例のようなことは 漠然と考えては
過 いるが,それをどのような順序で組み立てると良いかなどの
哩 細かい部分については考えがいた らない場合が多い。とくに
解 「予測によるコン トロール」の部分が弱いと思う (No.4)
枠
慧 曇 .時間についての記述はないのか ?構想 .設計において重要な要素0-つは 「どの作業をどれくらいの時間で行 う」 といつ
た時間の目標の設定と思う。 (No.5)
る
提
塞
.枠組みの内容にとらわれず,自由に構想 .設計を行 うことも
必要ではないか (No.6)
枠組みに対する共通理解では,その教師なりに,
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構想・設計の要素を自分の言葉に置き換え理解しよ
うとする回答が認められた。 また,この枠組みを生
徒の実態に反映させ,「特に予測によるコントロール
の部分が弱い」と学習指導の実態に取り込む回答も
認められた。
枠組みに対する提案では,時間の設定や自由な構
想・設計立案の必要性についての指摘が認められた。
以上のように教師は,構想・設計の枠組みに対し
て好意的に評価しており,この枠組みは構想・設計
の学習手持の資料として十分に有用であることがう
かがえる。
質問項目④「構想・設計の枠組みの活用」に対
する回答例を表7に示す。「構想・設計の枠組みの活
用」に対する教師の回答は教材としての活用,そ
の他の提案に区分された。
教材としての活用では構想・設計の立案に関す
るグループ活動や意見交換における枠組みの活用,
枠組みを用いて生徒の構想・設計能力を分析するな
どの回答が得られた。
その他の提案では図1の問題場面テストを用い
た生徒の関心・意欲の喚起,構想・設計の要素の順
序性に関する提案,事前の生徒の意識を把握するた
めの尺度に関する教師の回答が得られた。
「構想・設計の枠組みの活用」は,構想・設計の
学習指導における資料としての活用,あるいは事前
に生徒の意識を把握し,関心・意欲を喚起する教材
として活用できることが認められた。
表7構想・設計の枠組みの活用
戟
材
と
し
て
.資料にある間題場面テス トを各自で取り組ませた後, 「構
想 l設計の要素」 と定義について説明し,グループで自分
たちのあげたものを分類させる0そして班で1つの構想 .設
.計を行わせ,実際にたてた設計通 りに製作が進むのか実習
を行ってみる。木材を使用するよ りも段ボールなどを利用
し,2-3時間で行ってみるとよいのではないか。 (No.4)
描 .設計の最初に,資料を使い,計画をたてるシミユレ】シヨ
用 ンとして利用するCそ して,回収して,どれくらい具体的
に頚の中で作業できていたのかを評価する。その評価を枠
組みで分類するO 00.ll)
そ
の
.関心 .意欲の喚起という点では意味があるかもしれない0
No.5
.設計の学習指導の際,デザイ ンから学習する場合も参考作
他 品等を見せて意欲につながるプログラムを意識させるのこ
の とも必要ではないか。 (、0ー7)
堤
案 .学習前の製作に関わる意識 レベルをあらかじめ把握するた
めには,有用と考え られます。教師はこの調査を分析し,
生徒の実態 にあわせた指導が行える (No.9)
以上のように,構想・設計の枠組みの評価に関す
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る質問項目④「構想・設計の枠組みに対する評価」,
質問項目④「構想・設計の枠組みの活用」に対す
る回答から,先行研究において検討したものづくり
学習の構想・設計の枠組みに対して,好意的な評価,
構想・設計の学習指導の資料としての有用性,実際
の学習指導場面における資料や尺度としての有用性
が認められた0
今後は,これらの回答を参考にして構想・設計の
枠組みを活用した学習指導の展開について,実掬的
に研究を進める必要がある。
4まとめ
本研究は,技術科におけるものづくり学習の構
想・設計に対する教師の実態に着目した。教師は授
業における学習指導の展開や運営を実施する。その
ため,構想・設計の学習指導に対する技術科担当教
師の実態を明らかにする必要があるO研究方法は
質的データから教師の実態を明らかにするため自由
記述法を励、た。13名の技術科担当教師の回答を分
析した結果,以下のことが明らかとなった。
自由記述に対する教師の回答から構想・設計の学
習指導に対する3タイプの教師像が認められた。そ
れらの教師像は構想・設計の学習指導の必要性を
認め学習指導を実施している教師,構想・設計の学
習指導の必要性を認めているが学習指導を十分に実
施していない教師,禰想・設計の学習指導の必要性
を認めず学習指導を十分に実施していない教師であ
ったO今後の課題は.
これらの教師像と生徒の認知
過程の関係について明らかにすることである。
また,先行研究において検討したものづくり学習
の構想・設計の枠組みに対して,好意的な評価,構
想・設計の学習指導の資料としての有用性,実際の
学習指導場面における資料や尺度としての有用性が
認められた0
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Teacher'sA山tudetowardInstructiononDesignforManufacturingClass
BY
KimihitoTAKENO
FacultyofEduadonKanazawaUniversity
MasashiMAIISUURA
HyogoUniversityofRacher別ucation
Thispaperisaimedatteachers'attitudetowarddesignformanufacturingclassin
technologyeducation.Teachersplayapartforthedevelopmentandmanagementof
classes.Therefore,weneedtodeterminetheteachers'attitudeonthesubjectofdesign.
Thisstudyadoptedthefree-descriptionmethodtodeterminetheteachers'attitudewith
qualitativedata.Theauthondeterminedthefollowingasaresultofanalyzingthereplies
ofthirteenteachers.
llireetypesofteacherswererevealedintheir誠itudetowardinstructingdesign.The
teacherswereofthefollowingtypes.First,teacherswhorecognizethenecessityof
instructingdesignandinstructit;second,teacheiswho,inspiteofreco酵ngthe
necessityofinstructingdesign,instructverylittle,third,teacherswhodonotreのgnize
thenecessityofinstructingdesignandinstructverylittle.
Keywords:Manufacturingclass,D鶴ign,Instruction
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